メーリスでも言ったとおり試験の内容形式は過去問と変わらないと考えられます。具体的には、①真理表をもちいて犯人を特定する問題、②背理法による恒真文を判定する問題、③ある解釈の下で文の真偽を判定する問題、④日本語の文を述語論理の記号文に直す問題、⑤自然演繹法による証明問題、⑥用語説明問題、の６つになります。そこで、０６年夏の過去問を使って問題をどう解くかの簡単な解説を書きました。とはいえ、所詮俺が作った物なので間違いは沢山あると考えられます、お許しを。あと、１１組のシケプリを参照してます。
１、３人の容疑者ａ、ｂ、ｃについて、次の事実が明らかになった。
(1)ａ、ｂ、ｃのうち、少なくとも一人は、犯人である。
(2)ａが犯人でｃが犯人でないなら、ｂは犯人である。
(3)ｃが犯人なら、ａ、ｂのうちにもう１人だけ犯人がいる。
(4)ｂが犯人でないなら、ａとｃがともに犯人だということはない。
(5)ｂとｃが犯人なら、ａは犯人である。

誰が犯人で、誰がそうでないか。真理表を書いて判定しなさい。

２、背理法によって次の文が恒真文かどうかを判定しなさい。

　（（ｐ∨ｑ）＆（ｐ∨ｒ））→（ｐ∨（ｑ＆ｒ））

３、次の解釈のもとで、(1)から(8)の各文の真理値を定めなさい。
論議領域：｛翔太、竜太、えり、さやか｝
ａ：翔太、ｂ、竜太、ｃ：えり、ｄ：さやか
Ｆ：｛翔太、竜太｝、Ｇ：｛えり、さやか｝
Ｒ：｛〈翔太、翔太〉、〈翔太、竜太〉、〈翔太、さやか〉、〈竜太、翔太〉、
　　　　　〈竜太、えり〉、〈えり、えり〉、〈えり、さやか〉、
　　　　　〈さやか、翔太〉、〈さやか、竜太〉、〈さやか、えり〉｝
(1)Ｆｂ　　(2)Ｒｃｄ　　(3)∀ｘＲｘｘ
(4)∃ｘ（Ｇｘ＆Ｒｘｂ）　(5)∀ｘ∃ｙ（Ｇｘ→（Ｆｙ＆Ｒｘｙ））
(6)∃ｙ∀ｘ（Ｆｘ→（Ｇｙ＆Ｒｘｙ））
(7)∀ｘ（（Ｇｘ＆Ｒｘｘ）→∃ｙ（Ｆｙ＆Ｒｙｘ））
(8)∃ｘ（Ｆｘ＆∀ｙ（（Ｇｙ＆Ｒｘｙ）→～Ｒｙｘ））

４、次の各文を述語論理の記号表現になおしなさい。

(1)すべてのバナナは黄色い。
(2)ある政治家は勇敢だ。
(3)すべての男は自分よりも年上のある女を愛する。
(4)キリンの首はすべていかなる人間の首よりも長い。

５、自然演繹法により、次の推論の正しさを証明しなさい。

(1)政治家はすべて小心者である。官僚はすべて傲慢である。一郎は傲慢でない政治家である。ゆえに、ある小心者は官僚ではない。
(2)すべての少年はすべてのやさしい少女を愛する。少年の太郎は少女の花子を愛さない。ゆえに、ある少女はやさしくない。

６、次の(1)～(10)の語句の説明としてもっともふさわしいものを（ａ）～（ｐ）の中から選びなさい。

(1)推論の形式的性格　(2)真理関数　(3)統語論　(4)意味論　(5)健全性　(6)不完全性　(7)閉鎖文　(8)定項　(9)自由変項　(10)述定

（ａ）真理値が確定しない
（ｂ）全称量化子の作用を受けていない
（ｃ）妥当性が内容に依存しない
（ｄ）不定のものを表す
（ｅ）文脈の影響を定める
（ｆ）恒真文はすべて証明される
（ｇ）単純な表現とその可能な組み合わせの規則を与える
（ｈ）特定のものを表す
（ｉ）量化子の作用を受けている
（ｊ）複文の真理値が要素となる単文の真理値によって決まる
（ｋ）文を真理値に写像する
（ｌ）主語と述語から成る
（ｍ）証明されない恒真文が存在する
（ｎ）真か偽かが定まる
（ｏ）許容される表現に個体やその集合などを割り当てる
（ｐ）証明される文はすべて恒真文である

～解説～
１、●真理表、●真理表による推理　らへん参照
aが犯人→A、bが犯人→B、cが犯人→C

（1） A∨B∨C

（2） A＆～C→B

（3） C→A＆～B∨B＆～A

（4） ～B→～(A＆C）
（5） B＆C→A

A　　B　　C　　A∨B∨C　　A＆～C→B　　C→A＆～B∨B＆～A　　～B→～(A＆C)　　B＆C→A

１　　１　　１　　　１　　　　１００１１１　 １０１００１０１００１　　０１１０１１１　　 １１１１１
１　　１　　０　　　１　　　　１１１０１１　 ０１１００１０１００１　　０１１１１００　　 １００１１
１　　０　　１　　　１　　　　１００１１０　 １０１１１０１１００１　　１０００１１１　　 １１１１１
１　　０　　０　　　１　　　　１１１０００　 ０１１１１０１０００１　　１０１１１００　　 ０００１１
０　　１　　１　　　１　　　　０００１１１　 １００００１１１１１０　　１０１１００１　　 １１１００
０　　１　　０　　　１　　　　００１０１１　 ０１００１０１１１１０　　０１１１０００　　 １００１０
０　　０　　１　　　１　　　　０００１１０　 １０００１００００１０　　１０１１００１　　 ００１１０
０　　０　　０　　　０　　　　００１０１０　 ０１００１００００１０　　１０１１０００　　 ０００１０
以上より、ｂが犯人、ｃは犯人ではない、aは不明、となります
・文結合子「→」において前件が偽ならば、後件に関わらず文は真になることに注意
・結合の強さは～＞＆＞∨＞≡であることに注意
・（３）はもっと簡単に書けそうな気もしますが俺の足りない頭では無理でした。
２、●恒真文と矛盾文　らへん参照
((ｐ∨ｑ)＆(ｐ∨ｒ))→(ｐ∨(ｑ＆ｒ))
０　　　　　　　　　　　文が偽であると仮定
１　　　　　　　　　０　　　　　　　　前件真、後件偽である
１　　　　　 １　　　　０　　　 ０　　　　　＆が１、∨が０なので
０　　１　　０　　１　　　　　　　　　　　　　後件よりｐ＝０を前件に代入する
１　　１　　　　前件よりｑ＝１、ｒ＝１を後件に代入する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　　矛盾が生じた
矛盾が生じたため、恒真文である
３、最終回に配られた宿題の解説プリント参照（持ってない人は俺まで言ってください）
（１）Ｆｂ　　真
（２）Ｒｃｄ　　真
（３）∀ｘＲｘｘ　　偽（Ｒｂｂ、Ｒｄｄが偽）
（４）∃ｘ（Ｇｘ＆Ｒｘｂ）　　真（Ｇａｂが真）
（５）∀ｘ∃ｙ（Ｇｘ→（Ｆｙ＆Ｒｘｙ））　　偽
ｘとしてＧであるｃとｄ、ｙとしてＦであるａかｂを考える
これらのｘ、ｙについてＲｘｙが真となるか考える
すると、Ｒｃａ、Ｒｃｂが偽なので、偽である
（６）∃ｙ∀ｘ（Ｆｘ→（Ｇｙ＆Ｒｘｙ））　　真
ｘとしてＦであるａとｂ、ｙとしてＧであるｃかｄを考える
これらのｘ、ｙについてＲｘｙが真となるか考える
すると、Ｒａｄ、Ｒｂｃともに真なので、真である
（７）∀ｘ（（Ｇｘ＆Ｒｘｘ）→∃ｙ（Ｆｙ＆Ｒｙｘ））　　真
ｘについてＧかつＲｘｘが成立するｃ、ｙについてＦであるａかｂを考える
これらのｘ、ｙについてＲｘｙが真となるか考える
すると、Ｒｂｃが真なので、真である
（８）∃ｘ（Ｆｘ＆∀ｙ（（Ｇｙ＆Ｒｘｙ）→～Ｒｙｘ））　　偽
ｘについてＦであるａかｂ、ｙについてＧであるｃとｄを考える
これらのｘ、ｙについてＲｘｙ→～Ｒｙｘが真となるか考える
すると、ＲａｄとＲｄａがともに真なので、偽である
４、（述語論理全体を参照、特に○多重量化子と量化子の順序　）
（１）∀ｘ（Ｆｘ→Ｇｘ）
　　∀ｘ　　　　　　（Ｆｘ　　　　→　　　　Ｇｘ）
　　　すべてのｘについて　　　　　　　ｘがバナナである　　ならば　　　ｘは黄色である
（２）∃ｘ（Ｆｘ＆Ｇｘ）
　　　　　∃ｘ　　　　　　（Ｆｘ　　　　＆　　　　Ｇｘ）
　　　あるｘについて　　　　　　　ｘが政治家である　　　かつ　　　ｘが勇敢である
（３）∀ｘ（Ｆｘ→∃ｙ（Ｇｙ＆Ｈｙｘ＆Ｌｘｙ））
正直よく分からない。「ｘはｙよりも年上である」をＨｘｙとか勝手にしてみたけど、どうなんだろう
（４）∀ｘ∀ｙ（∃ｚ（Ａｚ＆Ｂｘｚ）＆∃ｓ（Ｃｓ＆Ｂｙｓ）→Ｌｘｙ））
これもよく分からない
一応
Ａｘ→ｘはキリンである
Ｂｘｙ→ｘはｙの首である
Ｃｘ→ｘはヒトである
Ｌｘｙ→ｘはｙよりも長い
という風に定義
５、最終回に配られたプリント参照（持ってない人は俺まで言ってください）
また、シケプリの最後の方の自然演繹法に関する（１）連言導入～（１５）存在例化までは覚えておくことが前提になります
（１）
①∀ｘ（Ｆｘ→Ｇｘ）　前提
②∀ｘ（Ｈｘ→Ｉｘ）　〃
③Ｆａ＆～Ｉａ　　　　〃
④Ｆａ→Ｇａ　　　　　①、全称例化
⑤Ｈａ→Ｉａ　　　　　②、全称例化
⑥Ｆａ　　　　　　　　③、連言除去
⑦～Ｉａ　　　　　　　〃
⑧Ｇａ　　　　　　　　④、⑥、含意除去
⑨Ｈａ　　　　　　　　仮定
⑩Ｉａ　　　　　　　　⑤、⑨、含意除去
⑪Ｉａ＆～Ｉａ　　　　⑦、⑩、連言導入
⑫～Ｈａ　　　　　　　否定導入
⑬Ｇａ＆～Ｈａ　　　　連言導入
⑭∃ｘ（Ｇｘ＆～Ｈｘ）存在普遍化
（２）
①∀ｘ∀ｙ（Ｆｘ＆Ｇｙ＆Ｈｙ→Ｌｘｙ）前提
②Ｆａ＆Ｇｂ＆～Ｌａｂ　　　　　　　　〃
③Ｆａ＆Ｇｂ＆Ｈｂ→Ｌａｂ　　　　　　全称例化
④Ｆａ　　　　　　　　　　　　　　　　②、連言除去
⑤Ｇｂ　　　　　　　　　　　　　　　　〃
⑥～Ｌａｂ　　　　　　　　　　　　　　〃
⑦Ｈｂ　　　　　　　　　　　　　　　　仮定
⑧Ｆａ＆Ｇｂ＆Ｈｂ　　　　　　　　　　④、⑤、⑦、連言導入
⑨Ｌａｂ　　　　　　　　　　　　　　　③、⑧、含意除去
⑩Ｌａｂ＆～Ｌａｂ　　　　　　　　　　⑥、⑨、連言導入
⑪～Ｈｂ　　　　　　　　　　　　　　　否定導入
６、用語問題
めんどいからスルー
今回は記号だったけど、過去問見る限り論述の方が多そうなので注意
